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資料紹介

BJIaTHafi　 MY3blKa と rlpocTopeqHe

中　 　田 甫

　〈llr，zeBO 　2a6yxa 　2編 り脚 肥 rcoveMaPftm ノ〉　 い ま は 『コ ン チ ネ ン ト』誌

の 編集長を して い る マ ク シ ー モ フ は ， か つ て モ ス ク ワ の 街頭 で 葬列 に 出 くわ し

た 時 ， 背後 に 聞 こ え る言 葉に わ が耳 を疑 っ た 。 お よそ ア ウ ト ロ
ー

の 徒 輩 とは

無縁 と覚 し き風 体の 市民 同士 の や り と りで あ る 。
〔1｝　 ＜K 」leBblR ＞，　 〈xa6yx ＞，

＜＞KMYPXK ＞…は すべ て ＞lcaprOHH3M なの だ が ， そ れ が民衆の 話 し言葉 とな っ て い

る ， そ ん な現代 ソ 連の 言語 層の 断面 を見せ つ け られた か らで あ る ．
＞1〈aprOH と

は 「共通 の 目的 と関心 ・利益 に よ っ て 結ぼれ た 特定の 集団の 間に だ け通用す る言

葉」［2］で あ る が
， 盗人 ・強盗 ・ 追剥 ・ 空 き巣狙 い ・ 掻 っ 払い ・ 綯摸 ・ 箱師

…
な ど刑

事犯の 世界で 意志疎通 の 符丁 とな っ て い る の が ， HeHOPMaTvaBHafl 」eKCHKa

の 範疇に 入 る ， い わゆ る 6naTHafl　MY3blKa で ある 。

〔3〕 〈60TaTb　 no ΦeHe ＞ あ

る い は く1〈ypcaTb＞ の 能力を持つ こ とが ，
6JiaTHoAの 社会に 仲間入 りす る不 可

欠の 要件に な っ て い る こ の 「符丁 」は ， 目的が 目的だ け に ， それ は あ くまで も排

他的地 下世界 の 聞 に だ け で 通 用 して い る言 葉で なけれ ぽ な らない は ず で あ る
。

　そん な 「符丁」 が地上 に 浮か び 出て 世間に流布 し理解 され て しま えば ， 本来

の 機能は 損なわ れ る 。 そ こ で 新 しい 別の 符丁 が考 え出 され る 。
こ こ に 6JiaTHafi

My3blKa の 寿命の 短か さや 「新語」 が つ ぎつ ぎに 生 まれ る原因が ある 。

　例 えば ， ふ た昔前頃 まで の ， 〈MAeT ΦPaep　Ha 　6aH　c ，ILBYMfl　yrurraMH！〉 な

ど とい っ た 表現を 例に とる と ， 最近 シ ベ リア 地 方 で は こ れ が くn ”blBeT 　3Mefi

Ha 　Bo ハorlaA 　c　J［BYMff 　cKo6aMH ！〉 と言わ れ る よ うに な っ て い る とい う♂4〕

　 こ れ で 判 る よ うに HaTH が nJlblTb に ， Φpaepが 3Mefl に ， 6aHが Bo ！lona！k

に ， YrOtl　e・i　Ci〈06a に と置 き替 え られて い る 。 前者は すで に 俗語的感触 の ア ル

ゴ に な っ て い る が ， 後老 は 「新 語」 な の で まだ 広が りを見 せ て は い な い
。 ま と

もに 生 きる ロ シ ヤ 人な ら分か らな くて 当然 ， い わ ん や我 々 とつ くに び とに お い

て お や で ある 。

　少 くとも革命前ま で は ， 多少の 逸脱は 別 と して も， こ の よ うな コ トバ は 刑事
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犯の 集団や それ に か か わ り深い 監獄 ・ 流刑地 とい っ た領域で 通用 し ，

一・−re民衆

の 世界の 話 し言葉 とは ， お の ず と
一 線が 画 され て い た 。

　 しか し， 言 語が社会的存在で ある 以上 ， 世 の 移 り変 りと共に 変化す る の は 当

然 で ある 。 「在 るべ くして 在 るべ き」 規範言語 も， 規範 自体牢乎た る もの で な

い 限 り， 「在る よ うに して 在る」 言語 と 「在 るべ くして 在 る べ き」 言語 との 境

界は 常に 流動的で あ り， 「在 る よ うに して在 る 」 言語が そ の 市民権を 認 知 さ せ

て 規範言語 に組み 入 れ られる こ とは まれで は ない
。

（5｝

　10月革命 とい う， とて つ もない 地 殻変動 が もた ら した 大地 震は ， 言 語 の 世界

で もなお 余震が続い て い る。 その 顕著な現象の
一

つ は 規準語い 面で の 変化で あ

り， HeHOPMaTHBHafi 　neKcHKa の HopMamBHa 兄 neKcvaKa へ の 浸透 が特徴を な

して い る。

　革命後の 雷語変革 の 過程 で は ， 革命か ら30年代 こ ろ まで の 問 と， そ れ以降 と

の 間に ，
二 つ の 大 きな波を見 る こ とがで きる。 前者の 頂点 は ， 国内戦 ・ ネ ッ プ

時代 ， 後者の それは ス タ
ー リ ン の 農業集団化 と粛清時代 。

　第一 波に つ い て は ， 例え ば，
A．　M ．　CeJimlleB“ SI3blK　peBoJIIouHoHHoth　gnoxH

”

（M ．1928），

“ H36paHHble　Tpyabl ”

（M ．
，
1968） な どに よ っ て も， そ の あ らま し

を把握す る こ とが で きよ う。 問題は 第二 波に ある 。 こ の 時期で一 番 目に つ くの

は ， HeHopM ．　 neKcHKa （BopoBcKHe ｝KaPrOHva3Mbl ） が 積極 的 に 話 し言葉に 受容

され て い る事実で あ る。 （も っ とも， そ の 走 りは す で に
， 第

一
波時代の 社会荒廃

と混迷に 根ざ した 夥 しい 数に の ぼる 6ecnpH30pHHKHや ，
い わ ゆ る collHanbHo −

6πva3KHe 弸 eMeHTbl の 跳梁跋扈が社会癌 とな っ て い た時期をそ の 濫觴期 とす

べ きで あろ う）。 こ うした 趨 向に 弾み を つ け て い るの が ， 矯正 施設一 「矯正 」

労働 そ の 他拘禁施設 （ソ 連 の 行政統計は 国家機密 だか ら正 確 な数や受刑者数は

不 明）一 だ とは なん とも皮肉な話 で ， 言葉の ほ うは 全 く 「矯正」 され る こ と

は ない 。 こ れ ら施設 に 収容 され る諸種 の 非刑事犯の 世界で の 生活で ， 牢名主 的

存在 として 牛耳を執 っ て い る の は ，
ほ とん ど例外な く 6naTHoth の カ テ ゴ リイ

に 属 して い る 刑事犯で あ り， そ の 支配力は 言葉の 領域 に まで お よん で い るの で

ある 。 す なわ ち こ こ で は グ レ シ ャ ム 的法則が機能 し ， 「悪」 語が 「良」語を駆遂

し続けて や ま な い
。 釈放 され た 人び とが 全国へ 四 散す る に つ れ ， 「汚染」 され

た言葉は ソ 連全土 に 「か の 伝染病 の ご と く蔓延」 す る 。 そ の 時， BOPOBCKHe

＞lcaprOHH3Mbl は 隠 し言葉 た る本来 の 目的か ら しだ い にずれ て ， 方言よ りも普及

範囲 の 広 い ＜roponcKoe 　npocTopeuvae ＞ とな っ て 生 きて 行 くこ とに な る 。
【6）

　 「JIHT ．　fi3．に は 絶えず方言 ・ 俗語 ・ 隠語が 入 りこ ん で お り， 隠語は た ん に 隠
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語
’
ど うしの 間を浮動す るばか りで は な く， し ょ っ ち ゅ うふ だ ん の 日常会話 の 中

へ も ぐ り込ん で くる 。 そ うした ア ル ゴ チ ズ ム の 浸透 の 打 っ て つ け の 培養基 とな

っ て い る の が 俗語 で ある」〔7〕（辞書A 小 の 旧版 と新版 との ， ある い は A 小 と ウ シ

ャ コ フ の CTH 朋 CT．　 rlOMeTbl の 移 り変 りを見 よ）。

　だ か ら 「隠語を覚 え てみ た り使 っ て み た りすべ きで は な い 」〔8レ とい う学者の

プ リー ズ ム も現実を 前に して は しば しぼ大勢に 順 応せ ざる を得な くな る ：1971

年版 《HoBb 正e　c・loBa 　M　3Ha ・leHH ”》に は　　BKaJlblBaTb
，
　Bpe3aTb

，
　rpo6aHyTb ，

n   xo 双HTb
，

3aropaTb
，
　KanaTb

，
　 MaxHyTb 　（c兄），

　 cKa6aK
， Φap ロoBKa

，
　 xoxMHTb

，

tloKHyTblti
，
　TfiHYTb 　Pe3vally，

　naTb 　Ha 　nany ＿
， 84年版に は 　　6a細 eTb

，
6aPbi「a

，

BTHPa 冫K
，
3ararUIImK

，
3ano 冫KHTb

，
30Ha

，
1〈paHTbl，　HacTyHaTb

，　 HaxoMyTaTb
，　 rlo・

KaHToBaTbcfl
，
　nynoK

，　ycel〈aTb ，
　 Hle6yTHo 苴

，　oT 　3BoHKa 　八〇　3BoHKa ，
1〈aT ” Tb

609Ky
，
　ILpaTb　I〈orTH … な どに 〈npocT ．〉 と注記 され て い るが

， そ の 出自とい

えば ，
BoPoBcl 〈vae　＞1〈aP 「oHH3Mbl なの で あ る 。 なお ， 1971年版 （60年代）《HoBble

cnoBa ＿》に は 3500語ほ ど収録 され て い る が ， 当初予定は．
約650語 （19％） の

）｝caprolm3 “・1 を 〈npocT ．〉 と して 登録す べ きと こ ろ ， そ れ が約400語 （12％弱）

に 削減 され て い る 。

（9：1 な お ， 84年版 （70年代）の それ に は ， 筆者の 大 ざ っ ぱ な

計算だ が ， 約300語 （5 駕弱）が 〈IlpOCT ．〉 とな っ て い る 。

　78年に ソ連国家賞を受けた ACTaΦbeB 《UaPb−Pbl6a》tlこ は ， 方言や俗語が頻

出す るが ，
Bop ．＞1〈apl−． も混在 して い る　　 60pMoTyxa， 6yrop，

　KYMnO 」1
，
　 Ma −

pyxa，
　Mo 甑 a

，
　pY．qb ，

　cropeTb
，
　 IIIHpMaq ＿ 等 々

。 私は 作者本人に 会 う機会を 得

た の で ， じか に 確め た とこ ろ 「うち ら （ク ラ ス ノ ヤ ル ス ク地 方） じゃ ， そ ん な

コ トバ は ふ だ ん 俗 に 使わ れ て い る の で ， 私 もこ とさ ら色 づ け に と出 した もの で

は な い 」 との 答え が 返 っ て きた 。 な らば ， こ れ ら の 語 もす で に 6困
， 即 bm

，

Kopem
，
　Mapa ΦeT 　HaBo 澗 Tb

，
　 Ty ΦTa な ど と共 に pa3r．ない し npocT ． と注記

して もよ い 時期が ぎて い る の で は ない か 。

　 西側で 出版 され る読み 物 ， と りわけ 「ラ ー ゲ リ物」 （こ の 表現 の 適否 は さ て

お くと して ）な どに接す る場合 ， こ れ に 必 要な字引類がな い とひ ど く不 便を か

こ つ こ とに なる （ソ 連国内で 公 に され た 作品 は テ
ー

マ の 性質上 じつ に 数少な く，

ま とま っ た 回想記 と して は B，∬bHKoB 《H σBecTb 　o　nepe ＞KH
’
roM 》（M ．， 1966）

が 目に つ く程 度 で あ る）。

　 西 側で 公刊 され た 作 晶は 数・多い が ， そ の な か で も，
赫 ．Po3aHoB “ 3aBoeBaTenH

6e肪 lx　nATeH
，’

（6epJIHH， 1952），
　B．　HIHpHeB ‘‘HeyracHMaH　JIaMnaAKa

”

（Hblo−
uMopK

，
1954），

　A ．　LLIHippMH‘ ‘tleTBepToe
　n3MePeHHe

”

（C）．1M．， 1972），
　n．牙KHp
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‘‘

，Z〔eTcTBo 　B　TIopbMe
”

（JloHAoH，
1972），

　B．　LHaJlaMoB“ KonblMcKHe　paccKa3bl
”

（noHAoH ，
1978），

　E．　rHH36ypr ‘‘KpyTo 負　MraprllpyT
”

　（HTa 打HH
，
1969−79），　B．

iMapaM3HH
‘‘Ha　KpaK ） reorpaOpvaM

”

（MepycannM ，
1979），　DA．　Ky3HeUoB ‘‘Mo −

P双oBcl〈盛1　Mapa Φoll
”

（レiepycannM，
1978），

　C．，lloBJiaToB
‘‘30iia” （CLHA ，

1982），

M ．兌Ko6coll
“1〈ap3y6bifi ”

（CIHA ，
1983），　 JL　KoHcoH “ KpaTKHe　 noBecTH

”

（HaPH＞K ， 1983）な どは い ずれ も文 学 的に す く・

れ た 作品 で あ り， と くに 最近で
は ，

BaAnM 丑enoHe
“ rIopTpeTbl　B　Komoqe 銑 paMe

”

（JloHnoH，
1984）（1°1 は 傑作

で ある 。 だが ， こ れ ら
一

連の 作品 に は か な りの 密度 で ＞KaPI
’OHIi3M が織 り込

まれ て い る の で ， そ の 知識に 欠け る と ， 隔靴掻痒 の 感 も甚だ しい もの が ある 。

西 側の 方が 裹現の 制約が緩い た め に ， 近頃 こ うした 傾 向が顕著で あ る
一 Φ．

1＜aH 八e孤b
‘‘30Ha　oTIIblxa

”

（MepycanHM ，
1979），

Φ．　He3HaHcKH員 ・ ∈）．　Tononb
‘‘CMepTeJlbHble　llrpbl

”

　（FepMaHplfi，　1981），　K⊃3　A 打eHIKoBcKH 負　
‘‘KeHrypy ，’

（C皿IA
，
1981），

　EB．　nonoB ‘‘BecenHe　Pycn ”

（CI．1．IA，
1981），

　M ．　CycnoB ‘‘BblxOA

KMoP 正o
”

（CLIIA，
1982），

　M ．八eMHH 　
‘‘nepeKpecTKn　c》

・

双e6
”

（CLIIA，
1983），

Φ．He311aHcKHh
“

月PMapKa　B　CoKoJlbHldKax（repMai｛Hfl，
1984）… を見 よ。

　数年前 （1981年一 82年） に ，
ソ 連 で 「話 し言葉辞典」

一
つ ま り く俗 ・ 隠語

辞典〉 の こ と
一

編纂の 可否 に つ い て 論議 だけは 活発に 行われ た もの の ， 結局

蛇が 出そ うで 蚊 も出なか っ た 。
圏 ロ シ ヤ語研究所 に は す で に カ ー ドは 十二 分に

集め られ て い る筈 。 に も拘 らず ，
こ の よ うな企 画が 陽の 目を 見 ない の は ， 学問

的 とい うよ りむ し ろ政治的な思惑に よる 強力な抑止 力が 働い て い るか らで あろ

う。 した が っ て こ の 種 の 辞書や便覧に 関し て は ， 西 側で 出 され て い る書物に 頼

らざるを 得な い 現状 で ある 。 個 々 の 語義の 正誤 ・ 批判をす る知識を持た ない の

で ， 出版 されて い る主 だ っ た もの を羅列 し て み る と ：

  B．TpaΦTeH6epr 　BnaTHafi　My3blKa ・｝KaproHbl　 TK ｝pbMbl（Cn・1908）一 ボ ド

ゥ ア ン ・ド ・ク ル ト ネ の 監修 ・序夊つ き。
ロ シ ヤ 各地の 監獄 ・中継獄に お ける隠語研究

書 ， 見出 し語800
。 諺

・俚 言 ・歌 な どの ほ か ， 19世紀末か ら今世紀初頭に か けて の 学者

の 研究論文 も リス ト ア ッ プ され て い る 。 隠語 は そ の 消長や意味の 変化 も激 し い が ， 今 日

なお 生 き続け て い る語 もある こ とを本書に よ っ て知 り得る 。 す ぐれた 歴史的価値 の あ る

書物 。

  M 。HB ・ KpecTilHcKMe　KpaTK艙 cnoBapb 　coBpeMeHHoro 　 pyccKoro ｝1｛aproHa

　（Φ／M ，， 1965）一
語の 選択がお 粗末 で ， aBocbKa ， 6ecnpH30pHb甫 ， 6yp菰 y源 a

，
＞Kvan・

nnomanb ，　Iconxo3 … まで も収め て語数400。 こ の 種 の 企 画 の 走 りで は あるが， 企 画倒

れ 。

  M．fi．　BopHBo 江a 　CnoBapb 　 HKaproHHblx 　cxoB
，
　ynoTpe6nfleMbrx　 ffpecTy “ HblM
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9neMeHToM （AJMa −aTa ， 1971）　 カザ フ ス タ ン 共和国の 収 容 所
・瓢B双 。民警等の 勤

務員用 に 編集 され た もの で ， 部外秘扱 ， 筆者 の手許に ある の は ， タ イ プ原稿の コ ピーな

の で 整理 不十分 。 語数は 3，000 。 C．　M ．　nonoB （M ．， 1927）の もの を含め る と5， 000語に

な り， 職業 ・衣服 ・金銭等項 口別 （300語）の 分類 も付けられて い る 。 既 存の字引の 中

で は 収録語は 最 も多い
。

  Ban・qanHll3e　yroaoBHafi　PoccHfl（HbK）
−tiopK

，
1977）− 1964年キ エ フ 民警局

刑事捜査部に よ る部外秘の 字引t 語数900余が巻末に 掲載され て い る。

  Russische　Gaunersprache （F／M ．
， 1978）一 内容は a ）0 ．　Horbatsch ： Russische

Gaunersprache （20世紀初頭か ら70年代まで の 25篇に お よ ぶ 関 係 文 献 の 紹 介 。
　 b）B．

Beu ： BocfiuKHB　cnoBapb ．　Onecca，
1903 （100語足 らずの 語集）。

　 c）H ．　BvaHorpanoB：

ycJloBHb崩 H3blK 　3aKJIK ）qeHHblx 　ConoBellKHx ”arepeti 　oco60ro 　 Ha3HaqeHH ”・　Co 一

πOBKM ，
1927 （ソ P フ キ地方郷土研犯罪部会研究報告 とし て ま とめ られた も の ）。

　 d）B ．

M ．norroB： CnoBapb　BopoBcKoro 　H 　apecTaHTcKoro 　H3blKa ．　KHeB
，
1912 （編者は 警

察署長 ， 警官 ・ 刑 事用 手引書 として 作成され た もの で ， 語数1700）．歴史的資料で ある。

  EpoHfi　6eH−AKoB　C」oBapb 　apro 　rynara （Φ／M ・
，
1982）一 ソ ル ボ ン ヌ に提出の

博士論夊の
一

部 とな っ て い る もの 。 語数は 1， 200語弱だ が ， 外国人の 手に よ り外国人用

に編まれ た唯
一の 辞書。 従 っ て 複数形，完了体

・不定了体の 別，要求格 ， 力点な どが明

示 して ある の で 便 利 。 特徴 （こ れが 欠点 と もなる が ）は，西 側だけで 公に された 28名の

作家 の作品44篇の 中か ら語が選び出され て お り，そ の 文例 が挙げられて い る こ と。資料

の 大半が文芸作品だか ら， 作者 の 造語か否か に気配 りする必要 がある （これ は後述   

に あ っ て も同 じ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
  A 。CKaqKHcK 噛 CnoBapb 　6naTHoro ｝KaproHa 　B　CCCP （Hb田

一HopK ，
1982）

語数 3 ， 500 。 それ に 慣用句 ・npHcKa3KH な ど1 ，000の 二 部か ら成 っ て お り， 用例 ・同義

語 ・類語が付され ， 力点 もつ けて ある 。 編者の 10年近い 体験が裏打ち され て い るの で ，

（6）とは 対瞭的で あるが ，   と比較対照 して 利用す る の は有効で ある 。

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tゴ
  Bn ．　Ko3noBcKnti　Co6paHHe 　PYccKHx　BopoBcKux 　c”oBapeVa （HbK｝−1’lopK

，
　1983）

　　 4 巻物で ， 19世紀末か ら今世紀70年代 まで の 主た る文献30篇を集め た もので ，    

    もこ の 中に 含まれ て い る 。
モ ス ク ワ （1952年），ス ヴ ェ ル ド P フ ス ク （1952年）， キ

エ フ （1964年）， リ ガ （1967年），
バ ク

ー
（1971年）な どで 治安閼係者専用に編 まれた語

集 も載せ て あ り， 前記30篇に 対する 注解 もあ る 。 資料的価値の ほ うが大 きい
。

  SOVIET 　 PRISON 　CAMP 　SPEECH （Wisconsin，
1972），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 u

  TpyAHble 　cnoBa 　y　ConH （eHaubrHa （HbKo−1’lopK，
1976）・

    trcつ い て は注釈 を 省 く。
團

　な お
， 近 い 将来に

，
1〈。B．　ycneHcK曲 《CnoBapb　HeHopMaTllBHoVl 　neKcMKH 》

が ア メ リカ で 出版 され る との こ とで あ っ た が ， 肝心 な編者が ウ イ ー ン で 心 臓発
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作 の た め 客死 した との 訃報を 目に した （《PyccKafi　Mblcnb 》NP　3551）。 作業は

引継が れ る もの の ，上 梓は 遅れ
一

両年先 に な る との こ とで ある （《0603peHHe》
Ng　13）。

　終 りに ， 次の よ うな パ ロ デ n を ご紹介 し て お く。

∂nHTA ΦK班 HA 　MOFMnE 　BnATHOFO

TbI　Bpe3an 皿y6ap兄，

TH 　cKBo3aHyn 　c　KoHUaMH

Ty21a
，　 r双e　 HHKOMy 　 He 　HaAO 　 IくCHB ，

BoAHy 　xaBHpy 　BMecTe 　c ΦpaepaM二｛，

yFocno 八a　npoLUeHbfi 　3aKocvaB ．

H 　BcIo 　Aopory 　c　noqepl くa　roPH
，

HHr 皿e　He 　pac正ζo 躍oJlc矼 TbI　Hn 　pa3y．

从 bl　3a　Te6fl　Bcer 八a 双ep ）Kam ｛ Ma3y
，

TaK　qTo ）K　Tbl　o60pBancA 　BTHxapfi 　？

CTovaM　Ha 照 P訂ax
，

Be3　BHHa 　KOCble ．

Ho　KaK 　HM ｝KMHcb 　M　KaK 　HH 　u 玉ecTepH ，

Ha　K 四 y　nonaAemb ，
　Ha 　cyxapH ．

HHer 江e　IIaM 　IくagaTb 　HpaBa 　B　PoccHH．

ATbl 　KeMaPHIrlb
，

Tbl　Terlepb 　B　3aKoHe ．

Pa36e藍Te　nOHT
，

レIAeT　rlOC刀eAHH 蟄 IIIMOH ：

BoqaTa　CAPIouaT
，

HO 　 HMKTO 　 He 　 TPOHeT

Ha ＞KenToVa 　HaYTHHe 　uepToroH ．ω

　　こ の 一 £ ・P デ ィ は ， 現 代 ソ 連の 言 語の 社会病理 現象の
一

面 を如実に 物語 っ て い

る 。
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　百年前に ト ゥ ル tr
“
　一一ネ フ は ，

　 Be 」IMKMth
，
　Moryq 雌

，
　HPaB 餌 H 翩 Pyccl〈Hti　fi3bll〈

が
，
20世紀の ダ ー りを必要 とす る ほ どに CBO60JZHblfi で あ る こ とを，

は た し

て 予見 して い たで あろ うか ？

注（1）
“ SI3blK　conpoTHBnfleTcfl 　HacHMIK ）

”

（本文．  よ り）。

　（2）　O．AxMaHoBa ‘

℃JoBapb 　JIHI−lrBHcTHqecKHx 　TepMHHOB （M ．， 1966）．

　（3） 発生 的 に は 単独 に 創 られ た 人 為 的 な も の で は な く， 行
．
商人 ， 職人 ，船乗 りた ち の

　　 間 の 隠 語や ユ ダ ヤ 人 ，
ジ プ シ

ー
そ の 他 諸民族 の 盗 賊隠語 な ど の 要素 が か な り混入 し

　　 て い る し
， 監獄 や ラ

ー
ゲ リ で の 隠 語 も包括 され て ，

一
般 に は こ れ が　6naTHaH　MY ”

　　3blKa 　と呼 ば れ て い る 。 詳 し くは Ba∬ep 曲 tlanH
双3e 《yronoBHafi　 PoccHH 》

　　　　　　 tS

　　（HbK ）
−HopK

，
1977）cTp ．87−100 を 参照 の こ と 。

　（4）　r．A ，lel 〈caHJIpoB
‘‘
分 YBo ＞lcy　K　oTBep ？lceHHblM 　ceneHH 兄M

”

（Hapva＞K ，
1978）・ T・

　　 1，　CTP ．　140．

　（5） 内村 剛介 「し が らみ と し て の 選 択」（三 省堂 Booklet 　 No ．54）参 照 の こ と 。

　（6）　
‘Topo双cKoe 　npocTopeqHe

”

（AK．　HayK 　CCCP
，
　M ．， 1984）．

　　　〈Ec皿H　B　XIX−XX 　BB ．　roponcl 〈oe 　 npocTopeqtae 　ΦopMHpoB 訓 H 　双naneKTHoe

　　 cnoBoynozpeo
”

neHHe 　H　ropoAcKoe 　Ko 苣He
，　 To 　K　60

−M　ro 八aM 　Ha 田 ero 　BeKa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，
　　TaKHMIi 　 H3bll＜oBbIMH 」loMHHaHTaMva 　 cTaHoBfiTcH ＞KaproHbl 　 M

“
MeutaHH3Mbl

　　pa3Horo　pona．＞cTp ．12．

（7）

（8）

 

9◎
　代 に 多 くの ユ ダ ヤ 人 を 救 い ，

　女 TVIaTb　iMapMfi や ト・・チ ェ フ ス キ ー
元 帥 と は 遠 縁 に 当 る

　ら と共 に プ ー
シ キ ソ 広場 で の 知識人抑圧反 対 デ モ や 1968年赤い 広場 で の チ ェ コ 侵入

　反対 集会 に 参加 し た
’
た め ， 刑事 囚 ラ ーゲ リ に 収 容 され た 。 本 書は 彼 の 唯

一
の 散文作

　品で ，上 梓を 児 ぬ うち に 35歳 の 生 涯 を 閉 じた
。

1983年 の ダ
ー

リ 賞受賞作，近 く仏語

　訳 が 出 版 され る 由。

（lj）　
‘‘0603peHMe

”
N99　（napH冫K ，

1984）．　cTp ．35．

（iZ　上 記の ほ か ， 帝政 時代 の 語に つ い て は ，
　 A ．　 KolHKo

“OqepKM　yro，rroBHoro 　MHpa

　llapcKofi　 PoccHH ”

（1
’
lapH＞K

，
1926’），

ソ 連初期 の そ れ に つ い て は ， 10・Be3coHoB “

　双BamzaTb 　mecTb 　TropeM 　”　no6er 　c　ConoBKoB ”

（”apx ）K ，　1928），　MB ．・CoutoHeBHq

　
“ Pocc朋 BKoHII ．ifarepe

”
1−2。（CoOPbfi， 1936），　M ．　 BoMKoB

“nroAH　 coBeTcKota

　TK ）pbMbl
”

，
1−2．（BygHoc −Afipec

，
1957），

　 H ，　H ．　KpacHoB 　Mn ・
‘‘He3a6blBaeMoe

”

　（CaH一ΦpaH叩 cKo ，1957），　A ．1〈ayipMaH
”

JIarepHb磁 Bpaq
”

（Tenb−ABHB，
1973）な

　 ど で あ る 程 度 は 知 る こ とがで ぎ る 。 す ぐれた ノ ン フ ィ ク シ ョ ソ で あ る A 刀．BapnH

　
“ no 八KoHBo 齟 b瞰 MMp

”

（Φ／M ．， 1971）に は 巻末 に 250語 に の ぼ る 難解 な語 の 注 釈 が

‘‘JIHTepaTypllaH　HopMa 　H　npocTopeqHe
”

　（M ，， 1977）．　cTp ．29・

E ・3eMcKafi‘‘PyccKafl　pa3roBop翠afi　peqb
”

（M ． 1979）・cTp ・29・
‘‘0603peHHe ”

　N9　5　（rlapx》K ，
1983）．　cTP ．33．

著者 は 詩入 （1948 − 83）。 ・t シ ヤ に 帰化 し た フ ラ ソ ス 良 家 の 出。 独 軍 の 仏 占領時

　　　　　　　　　　　　　　　の ち に 捕え られ て ガ ス 室 で 虐殺 された 女 流詩人 ・修道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 01966 年 に ブ コ フ ス キ
ー
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　つ け て あ る の で 便利 。

ま た ，
M ．　lleMHH“ B冱aTH 醐

”

（Hbro−MOPI｛
，
1981） も ノ ン

　 フ ィ ク シ ョ ン 的で あ り， 彼 らの 世界 の 現実 が 描か れ ， 多 くの ）KaprOHH3M が 文中 で

　説 明 され て い る の で 参考 に な る
。

た だ ， こ れ らす べ て の 資 料は 歴 史的 な も の で あ り ，

　前 に もふ れ た が ，
こ れ ら語 の 消長 と意味 の 転 移が 激 し い こ とを 念 頭 に お く必 要が あ

　 る D

  　ペ ン ネ ーム は K ．Koc ロHHCKvafi （1913−84）。 文筆家 ・翻訳家 。 職業軍 人 と し て 独

　 ソ 戦に 従 軍 し た が ， 反 ソ 的言辞を 弄 した か ど で 1944年党を 除 名 さ れ た 。 1960年 に

　は 反 ソ プ 卩 パ ガ ン ダ と ア ジ の 罪で 5年 の ラ
ーゲ リ刑 に 処 せ られた 。 服 役 中 ア ル ゴ の

　研 究を し ， 釈 放後 こ れに 専念 。 78年 ア メ リ カ へ 出 国 J
ハ ー

ワ
ー ド大 学 ロ シ ア 研究 セ

　 ソ タ ーで 辞 書づ くりに 取 り組 む
。 語源 ・使 用範 囲 ・発生時 期 ・語 結合等 を 網羅 し た

　 5 万 語 に の ぼ る本 格 的俗 ・隠 語 辞典 を 世 に 問 う手筈 に な っ て い た が ， 1984年 12月 28

　 日 に 急逝 し た 。 な お ， 服役 中 ソ 連科 学 ア カ デ ミ
ー言語学研 究所 Φ HJIHH 教 授 よ り

　双y6pOB 汀ap 政 治部長 あ て に ， 彼 の 研究 1よ貴重 だ か ら支 援 に 尽 力 され た し と の 公文

　書が 出 さ れ て い る
。

  　CocT．　A．皿IHΦpHH 《nog3Hfi　B　KoHrmarepfix 》（H3pa 匠諏b ， 1978）
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